表紙, 目次, 寄稿要項, 奥付 by unknown






of Japanese History 第 集
　目　次
春秋戦国期の燕国における 
初期鉄器と東方への拡散　   石川岳彦・小林青樹 
 ････････････････････････････････
瓦からみた７世紀の日羅関係 
についての予察　　　　　    高田貫太 
 ･････････････････････････････････････････････････････････
東京湾岸・「香取海」沿岸の 
前方後円墳　　　　　　    広瀬和雄 
 ････････････････････････････････････････････････････････
5～7世紀の東国統治の一事例




房総半島における非在地系土器について   大内千年  ･･････････････････････････････････････････････････････
縄紋時代中期後葉の曽利式系土器のあり方






























6　 寄稿する論文には，800 字以内の日本語要旨と 400 語程度の英語要旨を付けるものとする。また，5項目
以内のキーワードを付ける。
7　 寄稿する原稿の分量は刷り上がり 40 頁（写真・図版・表および論文要旨等も含む）以内に収めること。また，
写真・図版等は掲載箇所を指示し，大きさを指定すること。カラー頁は原則として認めない。なお，編集
委員会の判断により，全体の分量等の関係から圧縮や分割掲載を指示する場合がある。
　　 1頁あたりの構成：縦書　32 字　27 行　2段（1,728 文字）
　　　　　　　　　　　横書　44 字　37 行　1段（1,628 文字）
　　文字の大きさ　　：13Q
　　大きさの目安　　：版面　横 169mm × 縦 237.5mm（最大）
8　写真・図版等の掲載に関する許諾は寄稿者がとること。
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